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令和３年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ２ 第１学年 

VISTA  

English Communication Ⅰ 

New Edition （三省堂） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・アルファベット、ローマ字から学び直し、前期第一中間テストまでに読み書きができるようになることを目指します。

少人数展開なのできめ細かく指導します。わからないことがあれば、すぐに担当者に質問しましょう。 

・「話すこと」、「聞くこと」の力を身に付けるために、ペアやグループでの活動も行います。ペアやグループワークでは

積極的に声をだして活動に参加しましょう。 

・自分や他の人の考え、意見について、英語で「書く」、「読む」活動を行います。考査では簡単な自由英作文を出題する

こともあります。学んだことを使って自己を表現することにチャレンジしましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・母語話者に理

解してもらえる

ように、英単語

を適切に発音す

る子ができる。 

 

・日常の挨拶な

どのやりとりが

できる。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅰ 

ペア/グル

ープワー

クの観察、

T-NET と

のやりと

り 

・アルファベットの

大文字・小文字

を区別して書く

ことができる。 

 

・基本的な単語や語

句を正確に書くこ

とができる。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅰ 

ペア /グル

ー プ ワ ー

クの観察 

定期考査 

・曜日や時間な

ど、日常的な内

容を理解するこ

とができる。 

 

・ゆっくりはっき

りと発音されれ

ば、身近な単語

や表現からなる

１文程度の英文

を正確に聞きと

ることができ

る。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅰ 

ペア /グル

ー プ ワ ー

クの観察 

T-NET と

の や り と

り 

・短い英文を

ていねいに

読み。内容を

正確に理解

することが

できる。 

 

・音で知って

いる単語を

英文から見

つけ出すこ

とができる。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅰ 

音読テス

ト 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

基本的な英語やその運用につ

いての知識を身につけている

とともに、その背景にある文

化などを理解しているかどう

かを的確に評価できる方法で

実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

ローマ字 

（5時間） 

アルファベ

ット 

（5時間） 

代名詞 

( 4 時間) 

Get Ready 

(3 時間) 

ののちゃん

の英文法 

(4 時間) 

ローマ字 

アルファベッ
ト 

曜日、月 

基礎表現 

教室英語 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・アルファベットと基

本的な単語をブロッ

ク体で筆記できる。 

・単語の書き方（大文

字・小文字、語と語

の間隔、ピリオド、

カンマなど）を身に

付ける。 

・ローマ字とアルファ

ベットを使って簡単

な単語を発音するこ

とができる。 

・学んだ単語を積極的

に発話する。 

 

・ローマ字、アルファベ

ットを復習する。 

・単語の書き方（大文

字・小文字、語と語の

間隔、ピリオド、カン

マなど）を復習する。 

・教科書にある辞書のペ

ージを使い、自分の力

で単語の意味を調べ

る。 

・身の回りにあるもの

や、教室内で使われる

英語を学ぶ。 

・学んだ単語を声に出

す。 

・基本的な英語の単

語に積極的に慣れ

ようとしている。 

・必要に応じて辞書

などを活用し、学

んだ単語を積極的

に発話している。 

・誤りを恐れずに、

英語を使おうとし

ている。 

・表現できないとこ

ろがあっても工夫

して話そうとす

る。 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語表現の能力」 

・アルファベットと基

本的な単語をブロッ

ク体で筆記できる。 

・単語の書き方（大文

字・小文字、語と語

の間隔、ピリオド、

カンマなど）を身に

付ける。 

・身の回りにあるもの

や、教室で使われる

基本的な英語の単語

に慣れる。 

・ローマ字、アルファベ

ット、代名詞を復習す

る。 

・単語の書き方（大文

字・小文字、語と語の

間隔など）を復習す

る。 

・正しい発音、アクセン

トで単語を読む。 

・ローマ字で単語や

文章が書ける。 

・アルファベットと

基本的な単語をブ

ロック体で筆記で

きる。 

・読み手に正確に読

んでもらえるよう

なわかりやすい文

字で単語が書け

る。 

・代名詞の表を暗唱

できる。 

・ワークシート 

・小テスト 

・暗唱テスト 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・ローマ字、アルファ

ベット、代名詞を理

解し活用できる。 

・教室で使われる基本

的な英語表現を読ん

だり聞いたりして理

解できる。 

・ローマ字、アルファベ

ット、代名詞を復習す

る。 

・単語の書き方（大文

字・小文字、語と語の

間隔など）を復習す

る。 

・簡単な日本語の名

詞をローマ字で書

ける。 

・アルファベットが

順番に正確に書け

る。 

・代名詞の表を正確

に覚え、活用でき

る。 

・ワークシート 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ローマ字で単語や文

章が書けるようにな

る。 

・アルファベットと基

本的な単語をブロッ

ク体で筆記できる。 

・単語の書き方（大文

字・小文字、語と語

の間隔、ピリオド、

カンマなど）を身に

付ける。 

・身の回りにあるもの

や、教室で使われる

基本的な英語表現に

慣れる。 

 

・ローマ字、アルファベ

ット、代名詞を復習す

る。 

・単語の書き方（大文

字・小文字、語と語の

間隔など）を復習す

る。 

・母音と子音、英語の発

音における規則性を理

解する。 

・身近にある基本的

なものの名前や、

英語の文字の書き

方を理解してい

る。 

・外来語はそのもと

の音や意味と違っ

ていることが多い

ことを理解してい

る。 

・教室英語の対話を

正確に理解し、慣

用表現の重要性を

理解している。 

・英語の発音におけ

る規則性を理解

し、正確に発音で

きる。 

・ワークシート 

・定期考査 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

(8 時間) 

・主語 

・be 動詞 

・一般動詞 

・慶良間の海
を守るサンゴ
礁の役割とそ
のサンゴ礁を
守る島民の努
力について考
える 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・be 動詞、一般動詞の

例文を使い、ペアや

グループで Q＆A が

できる。 

・be 動詞、一般動詞の

各種文章。 

・ワークシートを利用

し、慶良間の海にある

サンゴ礁の役割、島民

の役割について考え

る。 

・be 動詞や一般動詞

の現在形を用いて

身近な様子や状況

を描写できる。 

・疑問文に対して

Yes, No で自分の意

見を伝えられる。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・be 動詞、一般動詞の

現在形を用い、正確

に肯定文、否定文が

書いたり、言えたり

できる。 

・イントネーションや

アクセント、リエゾ

ン等を意識して本文

が読める。 

・be 動詞、一般動詞の

現在形、肯定文、否定

文を学ぶ。 

・本文のイントネーショ

ン、アクセント、リエ

ゾン等を学ぶ。 

・疑問文に対して

Yes, No で自分の意

見を伝えられる。 

・イントネーション

やアクセント、リ

エゾン等を意識し

て本文が読めてい

る。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・be 動詞、一般動詞の

現在形、肯定文、否定

文を聞き取る。 

・「ケラマブルー」が

どのように保たれてい

るか読み解く。 

・be 動詞、一般動詞の

各種文章。 

・ワークシート利用し、

慶良間の海にあるサン

ゴ礁の役割、島民の役

割について考える。 

・肯定文、否定文を

聞き分けることが

できる。 

・書かれた内容を正

しく読み取ること

ができる。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・be 動詞や一般動詞の

現在形を用いて身近

な様子や状況を描写

し相手に伝えられる

ようにする。 

・サンゴ礁や島民の役

割について考える。 

・本文中で使われる意味

や用法を確認する。 

・サンゴ礁や島民の役割

について考え、自分の

意見を表現する。 

 

・be 動詞と一般動詞

の平叙文、否定文

について知識を身

に付けている。 

・多様な生物が生息

するサンゴ礁の役

割について理解し

ている。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

Lesson ２ 

(8 時間) 

・疑問詞 

・現在進行形 

・日本の魅力
を、外からの
視点を通して
知る。 

・ Speaking 

Test 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・疑問詞、現在進行形

を使った文をカード

にし、ペア/グループ

ワークで積極的に並

べかえ、発音する。 

・疑問詞の作り方を学

ぶ。 

・現在進行形を学ぶ。 

・日本の魅力についてグ

ループで話す。 

・疑問文、現在進行

形を使った文を、ペ

ア/グループワークで

積極的に話す。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・Yes, No 疑問文と疑

問詞を用いた疑問文

を理解できる。 

・適切な疑問詞を使

う。 

 

・ペアまたはグループで

疑問詞を用いた疑問文

を練習する。 

・T-NET と Speaking

練習をする。 

・疑問詞文を書くこ

とができる。 

・現在進行形の文を

書くことができ

る。 

・相手に英文を伝え

ることが出来る。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

・Speaking Test 

「外国語理解の能力」 

・現在進行形が表す意

味を理解する。 

・色々な疑問詞文の意

味を理解する。 

・疑問詞文に対して答え

ることができる。 

・現在進行形の用法、意

味を確認する。 

・現在進行形、色々

な疑問詞文を聞き

とったり、読みと

ったりできる。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本の魅力がどのよ

うなところにあるの

かを理解し、他文化

理解に興味を持つ。 

・疑問詞、現在進行形

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・日本の魅力、他文化に

ついてペア・グループ

で話す。 

・疑問詞、現在進行

形について知識を

身につけている。 

・文化に興味をもち

自分の意見を述べ

る。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

(8 時間) 

・過去形 

・助動詞 

・世界無形文
化遺産である
メキシコ料理
と、その特色
ある食文化に
ついて知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・過去形、助動詞を使

った文を、ペア/グルー

プワークで積極的に話

す。 

 

・一般動詞過去形の規則

変化、不規則変化を学

ぶ。 

・助動詞の用法を学ぶ。 

・過去形、助動詞を

使った文をペア/グ

ループで積極的に

話す。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・過去形の規則変化、

不規則変化について

理解し、できるだけ

たくさん覚える。 

・助動詞の意味、用法

を理解し正しく使う

ことができる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・伝えたい内容を過去形

や助動詞を用いて書い

たり、発表したりす

る。 

・過去形や助動詞を

正しく用いて話す

ことができる。 

・過去形や助動詞を

正しく用いて書く

ことができる。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・過去形や助動詞を用

いた文の内容を正確

に読み取ったり聞き

取ったりすることが

できる。 

 

・一般動詞過去形の規則

変化、不規則変化を学

ぶ。 

・助動詞の用法を学ぶ。 

・アクセント、発音

を聞き分け、過去形

や助動詞を用いた文

の内容を正確に聞き

取ったり、読み取っ

たりすることができ

る。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・メキシコ料理がなぜ

世界無形文化遺産に

なったのか、読み取

ることができる。 

・過去形、助動詞を正

確に理解し使うこと

ができる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・メキシコや日本の食文

化についてペア・グル

ープで話す。 

・過去形や助動詞に

ついて知識を身に

つけている。 

・メキシコ料理をは

じめ、食文化はど

のように形作られ

るのか考えてい

る。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

Lesson4 

(9 時間) 

・I think that 

 の英文 

・SVOO 

・SVOC 

・近代オリン
ピックの理念
と、オリンピ
ック種目の歴
史が現代にど
んな影響を及
ぼしているか
考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・オリンピックについ

ての知識を、英単語

を用いて表現でき

る。 

・他の生徒の考えを聴

き、理解できる。 

・I think that～ 

・オリンピックの理念、

種目、歴史を理解する。 

・古代オリンピックの特

徴を学ぶ。 

・積極的に自分の知

識を表現しようと

している。 

・他の生徒の発表を

聴こうとしてい

る。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・I think that～、 

SVOO、SVOC の英

文を用いて、自分の

意見を述べられる。 

 

・I think that～ 

・オリンピックの理念、

種目、歴史 

・古代オリンピックの特

徴 

・ていねいに自分の

意見を英語で書け

る。 

・リズムを意識し

て、自分の意見を

発表できる。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・他の生徒の意見を聴

いて、その内容を理

解できる。 

・本文の内容を理解で

きる。 

・I think that～ 

・オリンピックの理念、

種目、歴史 

・古代オリンピックの特

徴 

・他の生徒の意見を

聴きとれているか。 

・本文の内容を理解

できているか。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・オリンピックにどの

ような種目があるか

理解する。 

・オリンピックを通じ

て社会がどのように

変化していったか理

解する。 

・オリンピックの理念、

種目、歴史 

・古代オリンピックの特

徴 

・現在完了形につい

て知識を身に付け

ている。 

・インタビュー時の

表現、自分の気持

ちを伝える表現を

知っている。 

 

・ワークシート 

・定期考査 


